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清 書 版  1  

 2  

要 旨    3  

[目 的 ]  頭 蓋 内 動 脈 解 離 に お け る S e g m e n t a l  a r t e r i a l  m e d i o l y s i s  4  

( S A M )の 関 与 を 検 討 す る 。  5  

[方 法 ]  腹 腔 内 出 血 を 伴 う 頭 蓋 内 椎 骨 動 脈 ( I n t r a c r a n i a l  v e r t e b r a l  6  

a r t e r y : I VA )破 裂 に よ る ク モ 膜 下 出 血 4 剖 検 例 に つ き 、 左 右 I VA、7  

腹 腔 内 動 脈 ( I n t r a  p e r i t o n e a l  a r t e r y : I PA )  の 組 織 切 片 か ら エ ラ ス カ8  

ワ ン ギ ー ソ ン 染 色 で 動 脈 解 離 の 範 囲 を 算 出 し 、 抗 αS M A 抗 体 、9  

抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 に よ る 免 疫 染 色 で 中 膜 平 滑 筋 の 性 状 と 間 葉 系 細 胞10  

の 反 応 を 観 察 し た 。  11  

[結 果 ]  I VA 破 裂 部 の 外 膜 長 は 2 . 4 m m 以 下 、 内 弾 性 板 亀 裂 は 5 . 4 -12  

1 1 m m。 I VA と I PA の 破 裂 部 は 急 性 動 脈 解 離 で 、 解 離 部 位 の 血 管13  

に S A M に 特 徴 的 な 中 膜 平 滑 筋 の 融 解 壊 死 を 認 め た 。 I VA 破 裂 動14  

脈 の 解 離 部 外 膜 に 局 所 的 な 間 葉 系 細 胞 浸 潤 を 3 例 に 認 め た 。 非15  

破 裂 動 脈 解 離 の 合 併 を 全 例 に 認 め た 。 合 併 部 位 は 頭 蓋 内 動 脈 ま16  
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た は I PA で 、 性 状 は 急 性 か ら 陳 旧 性 解 離 ま で 事 例 に よ り 多 様 で1  

あ っ た 。 [結 論 ]検 討 例 は い ず れ も S A M を 背 景 と し た 全 身 性 多 発2  

動 脈 解 離 で あ り 、 頭 蓋 内 動 脈 解 離 発 生 に お け る S A M の 関 与 が 示3  

唆 さ れ た 。  4  

   5  

緒 言   6  

頭 蓋 内 動 脈 解 離 の 成 因 は 未 だ 不 明 で あ る 。 我 々 は 過 去 に 頭 蓋7  

内 椎 骨 動 脈 （ I n t r a c r a n i a l  v e r t e b r a l  a r t e r y ; I VA） 解 離 の 破 裂 5 0 剖8  

検 例 の 病 理 組 織 像 を 検 討 し 、 I VA 解 離 は 広 範 囲 な 血 管 中 膜 壊 死 を9  

基 盤 と し た S e g m e n t a l  a r t e r i a l  m e d i o l y s i s  ( S A M )の 病 態 を 呈 し て い10  

る と 報 告 し た 1 )。 S A M は 、 1 9 7 6 年 に S l a v i n に よ っ て 提 唱 さ れ た11  

原 因 不 明 の 動 脈 疾 患 で あ る 2 )。 S A M の 病 理 組 織 像 の 特 徴 は 、 筋12  

性 動 脈 に お け る 分 節 状 の 中 膜 壊 死 で あ り 、 原 因 と し て 炎 症 や 動13  

脈 硬 化 な ど の 先 行 性 病 変 が 認 め ら れ な い 場 合 、 本 症 と 診 断 で き14  

る 。 S A M に よ る 中 膜 病 変 が 進 行 す る と 内 弾 性 板 の 断 裂 か ら 急 性15  

の 動 脈 解 離 が 生 じ る 。 急 性 解 離 が 破 裂 せ ず 器 質 化 に よ っ て 修 復16  
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さ れ た 場 合 、 陳 旧 性 動 脈 解 離 と し て 組 織 学 的 に そ の 既 往 を 確 認1  

で き る 。  2  

頭 蓋 内 動 脈 の S A M は 稀 な 疾 患 で あ り 、 2 0 1 2 年 ま で に 報 告 さ れ3  

た 事 例 は 1 5 例 で あ る 3 )。 そ の な か で 頭 蓋 内 と 腹 腔 内 の 血 管 病 変4  

を 合 併 し 、 病 理 学 的 に S A M と 証 明 さ れ た の は 9 例 の み で あ る5  

3 )。  6  

今 回 我 々 は 、 I VA 破 裂 に よ る ク モ 膜 下 出 血 に 腹 腔 内 出 血 を 伴 う7  

4 剖 検 例 を 経 験 し 、 そ の 病 理 組 織 所 見 か ら 頭 蓋 内 動 脈 解 離 の 病 態8  

を 検 討 し た の で 報 告 す る 。  9  

 10  

対 象  11  

行 政 解 剖 で 死 因 が I VA の 破 裂 に よ る ク モ 膜 下 出 血 と 確 認 さ12  

れ 、 同 時 に 腹 腔 内 出 血 が 認 め ら れ た 4 例 （ C a s e 1 - 4）。 い ず れ も13  

3 0 歳 代 か ら 5 0 歳 代 の 男 性 で 、 既 往 歴 は な く 、 生 前 に 動 脈 病 変 を14  

指 摘 さ れ て い た 例 は な い 。 C a s e 1 は 死 亡 前 日 に 頭 痛 と 腹 痛 を 訴 え15  

2 度 受 診 し 、 血 液 お よ び 尿 検 査 を 受 け た が 診 断 は つ い て い な い 。16  
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C a s e 2 は 死 亡 数 日 前 よ り 体 調 不 良 を 訴 え て い た 。 C a s e 1 - 3 は 自 宅1  

で 死 亡 発 見 さ れ 、 C a s e 4 は 突 然 鼾 を か い て そ の ま ま 死 亡 し て い2  

る 。  3  

 4  

方 法  5  

 頭 蓋 内 と 腹 腔 内 の 血 腫 の 分 布 お よ び 量 を 観 察 後 、 左 右 I VA と6  

腹 腔 内 の 出 血 部 血 管 を ホ ル マ リ ン 固 定 し 、 パ ラ フ ィ ン 包 埋 し7  

た 。  8  

 I VA の 検 索 は 、 左 右 全 域 の 0 . 2 m m 間 隔 の 連 続 横 断 切 片 を 作 製9  

し 、 ヘ マ ト キ シ リ ン ・ エ オ ジ ン 染 色 、 エ ラ ス カ ワ ン ギ ー ソ ン10  

（ E V G） 染 色 で 血 管 病 変 を 確 認 し 、 解 離 病 変 の 長 さ を 組 織 所 見 の11  

出 現 ス ラ イ ド 枚 数 か ら 算 出 し た 。 さ ら に 2 m m 間 隔 の 標 本 に つ き12  

抗 α S M A 抗 体 （ D A K O）、 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 （ A b c a m） を 一 次 抗 体 と13  

し た 免 疫 染 色 を 行 っ た 。  14  

 腹 腔 内 動 脈 の 検 索 は 、 出 血 部 血 管 の 3 m m 間 隔 の 横 断 切 片 か ら 各15  

症 例 3 0 箇 所 程 度 の 組 織 切 片 を 作 製 し た 。 H E 染 色 、 E V G 染 色 し16  
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た 切 片 で 全 域 の 血 管 組 織 像 を 観 察 し た の ち 、 解 離 部 位 と そ の 周1  

囲 の 血 管 切 片 に つ き 抗 αS M A 抗 体 、 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 を 用 い た 免 疫2  

染 色 を 行 っ た 。  3  

 ま た 、 C a s e 1 , 2 で は S A M の 好 発 部 位 と さ れ る 非 出 血 部 の 腹 腔4  

内 筋 性 動 脈 、 C a s e 4 に つ い て は I VA に 加 え 脳 動 脈 輪 の 他 部 位 に つ5  

い て も 同 様 の 検 索 を 行 っ た 。  6  

 7  

結 果  8  

1 .  解 剖 所 見 の 概 要  9  

 4 例 の 特 徴 的 な 肉 眼 所 見 お よ び 組 織 所 見 を 事 例 ご と に F i g 1 - 410  

に 示 す 。 い ず れ も 破 裂 I VA を 中 心 に 脳 底 部 に 厚 層 の ク モ 膜 下 出11  

血 を 認 め た 。 C a s e 1 は 腹 腔 内 出 血 1 1 0 0 m l を 認 め 、 C a s e 2 , 3 , 4 は 大12  

網 ま た は 腸 管 膜 周 囲 に 限 局 性 の 少 量 の 腹 腔 内 出 血 を 認 め た13  

（ F i g 2 d , 4 g）。  14  

 15  

2 .  I VA に お け る 新 旧 動 脈 解 離 の 分 布  16  
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 破 裂 部 位 は い ず れ も 急 性 動 脈 解 離 で あ り 、 血 管 の 長 軸 方 向 に1  

走 る 内 弾 性 板 亀 裂 に 伴 う 中 膜 血 腫 が あ り 、 血 腫 に 伴 う 外 膜 伸 展2  

部 の 中 央 に 外 膜 破 裂 が 認 め ら れ た ( F i g 1 a , 3 b )。 E V G 染 色 所 見 か ら3  

算 出 し た 外 膜 破 裂 長 は 2 . 4 m m 以 下 、 周 囲 の 内 弾 性 板 亀 裂 長 は4  

5 . 4 - 1 1 m m で あ っ た （ Ta b l e 1）。 破 裂 部 動 脈 解 離 の 内 弾 性 板 亀 裂5  

は 、 C a s e 4 を 除 き 複 数 箇 所 に 存 在 し て い た （ F i g 1 a , 2 b）。  6  

 破 裂 動 脈 解 離 と は 別 に 、 C a s e 1 で は 破 裂 側 I VA に 非 破 裂 性 の7  

急 性 動 脈 解 離 を 認 め た （ F i g 1 c）。 非 破 裂 側 I VA で は  C a s e 2 , 3 に 新8  

し い 動 脈 解 離 が あ り 、 C a s e 3 , 4  に 器 質 化 を 伴 う 陳 旧 性 動 脈 解 離 を9  

認 め ( F i g 3 b , 4 b )、 C a s e 3 は 偽 腔 を 形 成 し て い た ( F i g 3 b )。  10  

 11  

３ .  I VA の 血 管 の 性 状  12  

 抗 αS M A 抗 体 染 色 お よ び E V G 染 色 で 全 例 に 局 所 的 な 中 膜 平 滑13  

筋 脱 落 を 認 め た 。 中 膜 平 滑 筋 脱 落 の 状 態 は 、 動 脈 壁 の 一 部 が 粗14  

鬆 化 し て み え る も の ( F i g  3 c )か ら 、 分 節 状 脱 落 が み ら れ る も の15  

( F i g 1 a - d , 4 b )ま で 多 様 で あ っ た 。 脱 落 部 位 に 明 ら か な 先 行 性 病 変16  
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や 炎 症 性 変 化 を 認 め な か っ た 。  1  

 血 管 外 膜 に お け る 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 染 色 陽 性 の 間 葉 系 細 胞 は 、2  

C a s e 1 , 2 , 4 で 破 裂 性 動 脈 解 離 の 内 弾 性 板 亀 裂 部 位 を 中 心 に 局 所 的3  

に 存 在 し た （ F i g 1 b , 2 c , 4 c）。 C a s e 3 , 4 で は 陳 旧 性 動 脈 解 離 の 修 復 に4  

よ る 内 膜 肥 厚 部 位 に も 間 葉 系 細 胞 の 反 応 が み ら れ た （ F i g 4 d）。   5  

 6  

４ .  腹 腔 内 破 裂 血 管 の 性 状  7  

 抗 αS M A 抗 体 染 色 お よ び E V G 染 色 で 解 離 部 位 の 血 管 の 中 膜 脱 落8  

を 全 例 に 確 認 し た 。  腹 腔 内 動 脈 解 離 部 位 に お け る 抗 S 1 0 0 A 4 抗9  

体 染 色 陽 性 の 間 葉 系 細 胞 反 応 は 、 中 膜 ・ 外 膜 い ず れ も 認 め ら れ10  

な い か 、 認 め ら れ て も ご く 僅 か で あ っ た （ F i g 1 g , 4 h）。  11  

 12  

4 .  他 の 脳 血 管 お よ び 腹 腔 内 の 血 管 病 変 （ Ta b l e 2）  13  

 脳 動 脈 輪 の 検 索 を 行 っ た C a s e  4 で は 前 大 脳 動 脈 に 中 膜 平 滑 筋14  

の 分 節 状 脱 落 （ F i g 4 e） お よ び 陳 旧 性 動 脈 解 離 を 、 内 頸 動 脈 に 陳15  

旧 性 動 脈 解 離 （ F i g 4 f） を 認 め た 。  16  
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 C a s e 1 は 肉 眼 的 に 複 数 箇 所 の 出 血 部 位 が 存 在 し （ F i g 1 e）、 左 右1  

胃 動 脈 、 左 右 胃 大 網 動 脈 、 下 膵 十 二 指 腸 動 脈 、 右 腎 動 脈 に 新 し2  

い 動 脈 解 離 を 認 め た 。 主 た る 出 血 源 で あ る 中 結 腸 動 脈 に 陳 旧 性3  

動 脈 解 離 を 認 め た （ F i g 1 f）。 C a s e 2 で は 検 索 し た 範 囲 で 非 出 血 部4  

の 腹 腔 内 動 脈 に 解 離 性 病 変 は 確 認 さ れ な か っ た 。  5  

 6  

考 察  7  

S A M の 頭 蓋 内 動 脈 病 変 は 腹 腔 内 動 脈 に 次 い で 多 く 、 S A M 全 体8  

の 1 8 % 3 )、 好 発 部 位 は 内 頸 動 脈 、 椎 骨 動 脈 で あ る 3 )。 S A M は 複 数9  

の 血 管 を 侵 す 事 が 知 ら れ て お り 3 - 1 0 )、 我 々 も S A M に よ る ク モ 膜10  

下 出 血 死 で 頭 蓋 内 に 新 旧 多 発 性 の 動 脈 解 離 を 伴 う 例 1 1 )、 S A M に11  

よ る 腹 腔 内 出 血 死 で I VA に 陳 旧 性 動 脈 解 離 を 伴 う 例 1 2 )を 報 告 し12  

た 。 し か し な が ら 、 S A M  に よ っ て 頭 蓋 内 動 脈 と 腹 腔 内 動 脈 が ど13  

ち ら も 破 裂 し て ク モ 膜 下 出 血 と 腹 腔 内 出 血 を き た し た 事 例 は こ14  

れ ま で に 1 例 し か 報 告 さ れ て い な い 8 )。 な お 、 I VA の 解 離 が 臨 床15  

的 に 注 目 さ れ る き っ か け と な っ た Yo n a s ら の 報 告 例 1 3 )の 死 因 は16  
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ク モ 膜 下 出 血 で は な く 、 突 然 の 腹 腔 内 出 血 （ 出 血 源 不 明 で あ1  

り 、 著 者 は 腹 腔 内 の 小 動 脈 の 破 裂 を 推 定 し て い る ） で あ り 、2  

S A M の 関 与 が 疑 わ れ る 。  3  

 検 討 例 に み ら れ た ク モ 膜 下 出 血 と 腹 腔 内 出 血 の 出 血 原 因 は い4  

ず れ も 急 性 動 脈 解 離 の 破 裂 で あ っ た 。 ま た 解 離 血 管 に 先 行 性 病5  

変 や 炎 症 性 変 化 を 伴 わ な い 中 膜 平 滑 筋 脱 落 が あ り 、 S A M に よ る6  

中 膜 融 解 壊 死 の 結 果 と 考 え ら れ た 。 ま た 、 S A M に 特 徴 的 な 分 節7  

状 脱 落 像 も み ら れ た 。 さ ら に 破 裂 部 血 管 の み な ら ず 、 対 側 I VA8  

や 頭 蓋 内 動 脈 、 腹 腔 動 脈 の 非 出 血 部 位 に も 中 膜 融 解 壊 死 や 新 旧9  

の 非 破 裂 性 動 脈 解 離 を 認 め た 。 以 上 か ら 事 例 は い ず れ も 全 身 性10  

血 管 病 変 で あ る S A M を 背 景 と し た 多 発 性 動 脈 解 離 と 考 え ら れ11  

た 。  12  

 S A M が 全 身 性 疾 患 で あ る な ら ば 、 ど の 筋 性 動 脈 に 発 症 し て も お13  

か し く な い は ず だ が 、 報 告 は 頭 蓋 内 動 脈 や 腹 腔 内 動 脈 に 集 中 し14  

て い る 。 ど ち ら も 周 囲 の 間 質 が 比 較 的 粗 で 破 裂 時 に 出 血 を き た15  

し や す い た め に 、 症 状 出 現 か ら 本 症 の 診 断 が つ き や す い と 考 え16  
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ら れ る 。 特 に I VA の 場 合 は し ば し ば 重 篤 な ク モ 膜 下 出 血 と な る1  

た め 、 臨 床 的 に 確 認 さ れ る 可 能 性 が 高 く な っ て い る も の と 考 え2  

ら れ る 。  3  

 一 方 で 、 S A M の 頭 蓋 内 、 腹 腔 内 の 同 時 発 症 例 の 報 告 例 が 少 な4  

い の は 、 発 見 率 の 低 さ も 関 与 し て い る 9 )。 末 梢 側 筋 性 動 脈 は 、 臨5  

床 お よ び 剖 検 の 一 般 的 な ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 で は 詳 細 な 観 察 が6  

困 難 で あ る 。 初 期 病 変 で あ る 中 膜 融 解 壊 死 や 局 所 的 な 陳 旧 性 動7  

脈 解 離 の 場 合 、 血 管 腔 の 形 態 変 化 に 乏 し く 、 臨 床 の 造 影 検 査 や8  

解 剖 の 肉 眼 検 査 で は 確 認 が 難 し い 。 今 回 も 、 非 出 血 部 位 を 含 め9  

た 複 数 箇 所 の 組 織 学 的 検 査 を 行 う 事 に よ っ て は じ め て 4 例 中 310  

例 に 陳 旧 性 動 脈 解 離 を 確 認 で き た 。 し か し な が ら 、 頭 蓋 内 、 腹11  

腔 内 の 筋 性 動 脈 全 域 を 網 羅 す る 組 織 検 査 を 実 施 す る こ と は 現 状12  

で は 極 め て 厳 し く 、 全 身 の 筋 性 動 脈 に お け る S A M 実 態 の 詳 細 は13  

未 だ 不 明 確 と い え る 。  14  

 今 回 破 裂 し た I VA の 解 離 の 状 態 は 、 い ず れ も 2 . 5 m m 程 度 の 短15  

い 外 膜 破 裂 部 位 の 周 囲 に 0 . 5 - 1 c m 程 度 の 長 い 内 弾 性 板 亀 裂 が 存 在16  
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す る と い う 、 我 々 の 過 去 の 検 討 1） と 同 様 の 結 果 で あ り 、 動 脈 解1  

離 が 外 膜 の 伸 展 に 伴 っ て 破 綻 す る こ と で 短 時 間 で 致 死 性 の ク モ2  

膜 下 出 血 を 来 し た 経 過 を 示 し て い た 。  3  

 さ ら に 破 裂 部 の 血 管 へ の 修 復 反 応 を 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 染 色 で 確4  

認 し た と こ ろ 、 3 例 に 破 裂 性 動 脈 解 離 に お け る 内 弾 性 板 亀 裂 部 位5  

の 外 膜 に 間 葉 系 細 胞 の 局 所 的 反 応 が 認 め ら れ た 。 こ れ は 、 動 脈6  

解 離 が 発 生 し て か ら 破 裂 す る ま で に あ る 程 度 の 経 過 が あ り 、 中7  

膜 血 腫 が 徐 々 に 拡 大 し て 外 膜 を 伸 展 さ せ る 間 に 修 復 反 応 と し て8  

外 膜 に 間 葉 系 細 胞 が 出 現 し た 結 果 と 考 え ら れ る 。 C a s e 1 で は 死 亡9  

前 日 に 頭 痛 を 訴 え て お り 、 同 時 期 の 解 離 病 変 の 存 在 が 示 唆 さ れ10  

る 。  一 方 で 、 C a s e 3 で は I VA 解 離 部 外 膜 の 間 葉 系 細 胞 出 現 が み11  

ら れ な か っ た 。 こ れ は 、 動 脈 解 離 に よ る 外 膜 伸 展 か ら 破 裂 ま で12  

の 経 過 が 比 較 的 短 く 、 修 復 反 応 が 生 じ る 間 が な か っ た た め と 考13  

え ら れ る 。 頭 蓋 内 動 脈 解 離 は 外 膜 が 破 綻 す れ ば 短 時 間 で 致 死 性14  

の ク モ 膜 下 出 血 と な る 。 し か し 中 膜 平 滑 筋 の 脱 落 に よ っ て 内 弾15  

性 板 が 亀 裂 し 、 解 離 腔 に 血 腫 が 侵 入 し て か ら 外 膜 の 伸 展 に 向 か16  
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う ま で の 時 間 経 過 は 事 例 に よ っ て 多 様 と 考 え ら れ る 。 検 討 例 で1  

間 葉 系 細 胞 の 出 現 形 態 が 事 例 に よ り 異 な っ て い た こ と は 、 こ う2  

し た S A M の 病 変 の 経 過 を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る た め 、 抗3  

S 1 0 0 A 4 抗 体 染 色 に よ る 観 察 は 事 例 の 病 態 把 握 に 有 用 で あ る 。  4  

そ れ に 対 し て 、 腹 腔 内 動 脈 解 離 の 破 裂 部 位 で は い ず れ の 例 も5  

外 膜 に 間 葉 系 細 胞 の 反 応 を 殆 ど 認 め な か っ た 。 こ の 理 由 に つ い6  

て は 、 検 討 例 に み ら れ た 腹 腔 内 動 脈 解 離 の 破 裂 が 椎 骨 動 脈 解 離7  

に 続 発 し て 発 生 し た た め 破 裂 か ら 死 亡 ま で の 経 過 が 短 く 修 復 反8  

応 に 乏 し い こ と な ど が 考 え ら れ る が 、 今 後 腹 腔 内 動 脈 解 離 破 裂9  

例 の 追 加 検 討 が 必 要 で あ る 。  10  

 S A M は 全 身 の 血 管 を 侵 す と と も に 、 時 間 経 過 に よ り 再 発 や 別 の11  

血 管 で の 新 規 発 生 を 来 す こ と が 知 ら れ て い る 9 , 1 0）。 今 回 も 4 例 中12  

3 例 に 今 回 の 破 裂 よ り 以 前 に 生 じ た 陳 旧 性 動 脈 解 離 を 確 認 し た 。13  

臨 床 的 に S A M が 確 認 さ れ た 場 合 、 出 血 防 止 の た め に 病 変 部 位 の14  

血 流 を 遮 断 す る 治 療 が 取 ら れ る こ と が 多 い が 、 そ の 結 果 生 じ る15  

血 行 動 態 の 変 化 が 近 接 部 位 の 血 管 に 影 響 す る 可 能 性 が あ る 。16  
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我 々 の 過 去 の 検 討 で も I VA 急 性 動 脈 解 離 に よ る ク モ 膜 下 出 血 に1  

よ る 死 亡 5 8 例 の う ち 4 3 %に 陳 旧 性 動 脈 解 離 を 確 認 し 、 う ち 6 8％2  

は 対 側 I VA に 解 離 が 生 じ て い た 1 4 )。 本 検 討 で は 全 例 同 側 ま た は3  

対 側 の I VA に 破 裂 部 と は 別 の 動 脈 解 離 が 存 在 し て い た 。 な か で4  

も 事 例 3 で は 、 外 膜 伸 展 を 伴 う 動 脈 解 離 が 器 質 化 反 応 に よ っ て5  

破 裂 を 免 れ た も の の 、 そ の 後 対 側 I VA に 急 性 動 脈 解 離 が 生 じ 破6  

裂 し て い た 。 S A M が 臨 床 的 に 確 認 さ れ た 場 合 、 周 囲 血 管 が す で7  

に 潜 在 性 の S A M に よ る 中 膜 融 解 壊 死 や 非 破 裂 性 動 脈 解 離 に よ っ8  

て 脆 弱 と な っ て い る 可 能 性 が あ り 、 I VA 解 離 の 再 発 の 予 見 、 予 防9  

が 必 要 で あ る 。  10  

さ ら に 、 S A M は 頭 頸 部 動 脈 解 離 に 続 く 腹 腔 内 動 脈 解 離 、 ま た11  

は そ の 逆 も 引 き 起 こ す 。 K a l v a は 腹 腔 内 動 脈 解 離 1 4 例 の 経 過 観12  

察 中 、 3 例 で 新 た な 頭 蓋 外 内 頸 動 脈 解 離 が 生 じ た と 報 告 し て い る13  

1 0）。 ま た S h i n o d a ら は I VA 解 離 に よ る ク モ 膜 下 出 血 に 対 す る 内14  

視 鏡 的 止 血 術 後 8 日 目 に 中 結 腸 動 脈 解 離 の 破 裂 か ら 腹 腔 内 出 血15  

を き た し た 事 例 を 報 告 し て い る 8）。 I VA 解 離 例 で は 頭 蓋 内 動 脈 の16  
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み な ら ず 全 身 性 S A M の 存 在 お よ び 新 規 発 症 を 念 頭 に 入 れ る 必 要1  

が あ る 。  2  

 今 回 我 々 は 頭 蓋 内 動 脈 解 離 発 生 へ の S A M の 関 与 を 指 摘 し3  

た 。 し か し S A M に お け る 中 膜 融 解 壊 死 が 何 故 起 こ る の か は 未 だ4  

不 明 で あ る 。 動 物 実 験 で は ラ ク ト パ ミ ン 投 与 に よ っ て S A M が 生5  

じ る こ と が 報 告 さ れ て い る 1 5 )  。 ま た 短 時 間 作 用 性 ド － パ ミ ン6  

D 1 受 容 体 作 動 薬 の F e n o l d o p a m  に よ っ て 腹 腔 内 に 実 験 的 に 動 脈7  

解 離 が 生 じ る こ と が 知 ら れ て い る 1 6）。 生 体 内 の 急 激 な 血 圧 の 上8  

昇 に 関 す る 血 管 障 害 な ど が S A M の 発 生 に 関 与 し て い る こ と が 示9  

唆 さ れ る 。  10  

 我 々 は 過 去 の 報 告 で I VA 解 離 に お け る 先 行 性 中 膜 融 解 壊 死 の11  

存 在 を 報 告 し た 1）。 さ ら に 今 回 I VA 解 離 例 と 腹 腔 内 筋 性 動 脈 解12  

離 が 同 時 に 発 症 し 、 両 動 脈 に 中 膜 融 解 壊 死 を 確 認 し た こ と に よ13  

り 、 頭 蓋 内 動 脈 解 離 の 本 態 が S A M で あ る 可 能 性 が さ ら に 高 ま っ14  

た 。 こ の 病 態 を 解 明 す る に は 、 頭 蓋 内 動 脈 解 離 例 に お け る 腹 腔15  

内 血 管 病 変 の 更 な る 精 査 が 必 要 で あ り 、 臨 床 、 剖 検 の 両 面 か ら16  
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の 症 例 蓄 積 に よ る 検 証 が 必 要 で あ る 。  1  

[結  語 ]  2  

頭 蓋 内 と 腹 腔 内 の 多 発 性 動 脈 解 離 破 裂 例 の 検 討 の 結 果 、 い ず3  

れ も S A M を 背 景 と し た 全 身 性 多 発 動 脈 解 離 で あ っ た 。 頭 蓋 内 動4  

脈 解 離 発 生 に お け る S A M の 関 与 が 示 唆 さ れ た 。 頭 蓋 内 動 脈 解 離5  

例 で は 、 S A M を 念 頭 に お き 他 の 全 身 血 管 の 動 脈 解 離 の 併 発 や 治6  

療 後 の 再 発 に 留 意 が 必 要 で あ る 。  7  

 8  

利 益 相 反 開 示  9  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い  10  

 11  
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1 9 7 7 ; 8 : 4 0 7 – 1 5 .  4  
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i a t r o g e n i c  v a s c u l a r  d i s o r d e r  i n d u c e d  b y  r a c t o p a m i n e .  C a r d i o v a s c  10  
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o x i d e  p a t h w a y  a s  a  p o t e n t i a l  m o d e  o f  a c t i o n  i n  f e n o l d o p a m - i n d u c e d  13  

v a s c u l a r  i n j u r y .  To x i c o l  P a t h o l .  2 0 1 2 ; 4 0 : 8 7 4 - 8 6 .  14  

 15  

図 表 の 説 明  16  

F i g u r e 1  C a s e 1 の 概 要  17  
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a  破 裂 部 I VA の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 外 膜 破 綻 と は 別 に 複 数 の 内1  

膜 亀 裂 （ 矢 頭 ） が あ り 、 中 膜 の 脱 落 （ 矢 印 ） も み ら れ る 。  2  

b  a と 同 じ 部 の 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 染 色 標 本 。 解 離 部 位 の 外 膜 に 間 葉3  

系 細 胞 の 反 応 を 認 め （ 矢 印 ）、 中 膜 に も 間 葉 系 細 胞 を 認 め る 。  4  

c  破 裂 側 I VA の 非 破 裂 性 動 脈 解 離 の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 3 箇 所5  

の 内 弾 性 板 亀 裂 （ 矢 頭 ） と 中 膜 の 分 節 状 脱 落 （ 矢 印 ） を 認 め6  

る 。  7  

d  c と 同 部 の 抗 α S M A 抗 体 染 色 標 本 の 拡 大 。 中 膜 の 分 節 状 脱 落8  

（ 矢 印 ） を 認 め る 。  9  

e  腹 腔 内 臓 器 お よ び 血 管 。 主 た る 出 血 部 位 で あ る 中 結 腸 動 脈 （ 矢10  

頭 ） の 他 に 小 彎 、 大 彎 に 出 血 を 認 め る （ 矢 印 ）。  11  

f  中 結 腸 動 脈 の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 新 し い 解 離 （ 矢 頭 ） と 陳 旧12  

性 動 脈 解 離 （ 矢 印 ） を 認 め る 。  13  

g 中 結 腸 動 脈 の 組 織 像 （ 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 染 色 ）。 中 膜 平 滑 筋 の 空 胞14  

状 脱 落 （ 矢 印 ） を 認 め る が 間 葉 系 細 胞 の 反 応 は 殆 ど 認 め ら れ な15  

い 。  16  
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 1  

F i g u r e 2  C a s e 2 の 概 要  2  

a  I VA の 肉 眼 像 。 破 裂 側 で あ る 右 I VA は 動 脈 解 離 に よ り 血 管 径 が3  

拡 張 し て い る （ 矢 頭 ）。  4  

b  破 裂 側 I VA の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 外 膜 伸 展 部 の 内 弾 性 板 断 裂5  

（ 矢 印 ） と は 別 に 内 弾 性 板 断 裂 が 存 在 す る （ 矢 頭 ）。  6  

c  b と 同 部 の 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 染 色 標 本 の 拡 大 。 解 離 部 位 の 外 膜 に7  

間 葉 系 細 胞 を 認 め る （ 矢 印 ）。  8  

d  腹 腔 所 見 。 中 結 腸 動 脈 周 囲 に 少 量 の 出 血 （ 矢 頭 ） を 認 め る 。  9  

e  中 結 腸 動 脈 の 組 織 像 （ 抗 α S M A 抗 体 染 色 ）。 解 離 部 位 （ 矢 印 ）10  

の 中 膜 に 空 胞 状 の 平 滑 筋 脱 落 所 見 （ 矢 頭 ） を 認 め る 。  11  

F i g u r e 3  C a s e 3 の 概 要  12  

a  I VA の 肉 眼 像 。 右 I VA は 陳 旧 性 動 脈 解 離 に よ り 血 管 径 が 拡 張 す13  

る （ 矢 印 ）。 左 I VA は 破 裂 部 周 囲 に 血 腫 を 認 め る (矢 頭 )。  14  

b  I VA の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 右 I VA は 陳 旧 性 動 脈 解 離 に よ り 真15  

腔 が 狭 小 化 し （ 矢 頭 ）、 偽 腔 （ *） を 伴 う 。 解 離 腔 の 一 部 は 器 質16  
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化 す る が 血 球 成 分 が 残 存 す る 。 左 I VA は 解 離 し 、 外 膜 が 破 綻 し1  

て い る （ 矢 印 ）。  2  

c  左 I VA の 非 出 血 部 の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 中 膜 平 滑 筋 の 脱 落3  

（ 矢 印 ） を 認 め る 。  4  

d  胃 大 網 動 脈 の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 急 性 動 脈 解 離 の 破 裂 を 認 め5  

る （ 矢 印 ）。  6  

 7  

F i g u r e 4  C a s e 4 の 概 要  8  

a  椎 骨 脳 底 動 脈 。 右 I VA の 破 裂 部 周 囲 の 血 管 径 が 拡 張 し て い る9  

（ 矢 頭 ）。  10  

b  I VA の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 右 I VA の 非 出 血 部 位 に 中 膜 平 滑 筋11  

の 分 節 状 脱 落 （ 矢 印 ） を 認 め る 。 左 I VA に 陳 旧 性 動 脈 解 離 の 修12  

復 像 （ 矢 頭 ） を 認 め る 。  13  

c  I VA 破 裂 部 付 近 の 組 織 像 （ 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 染 色 ）。 解 離 部 外 膜 に14  

高 度 の 間 葉 系 細 胞 浸 潤 を 認 め る 。  15  

d  非 破 裂 側 I VA の 陳 旧 性 動 脈 解 離 の 組 織 像 （ 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 染16  



22 

 

色 ）。 内 弾 性 板 断 裂 部 位 （ 矢 頭 ） の 周 囲 に 内 膜 肥 厚 （ *） が あ1  

り 、 一 部 に 間 葉 系 細 胞 を 認 め る 。  2  

e  前 大 脳 動 脈 の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 中 膜 平 滑 筋 の 分 節 状 脱 落3  

（ 矢 印 ） を 認 め る 。  4  

f  頭 蓋 内 内 頸 動 脈 の 組 織 像 （ E V G 染 色 ）。 陳 旧 性 動 脈 解 離 （ 矢5  

頭 ） を 認 め る 。  6  

g  腹 腔 内 。 大 網 に 2 箇 所 の 出 血 （ 矢 印 ） を 認 め る 。  7  

h  左 胃 大 網 動 脈 の 組 織 像 （ 抗 S 1 0 0 A 4 抗 体 染 色 ）。 解 離 部 （ 矢8  

印 ） 血 管 の 間 葉 系 細 胞 の 出 現 は ご く 軽 度 で あ る 。  9  

 10  

Ta b l e 1  頭 蓋 内 椎 骨 動 脈 の 解 離 病 変 の 範 囲   11  

Ta b l e 2 全 身 の 解 離 病 変   12  

 13  



 

 



 
 

 



Table1 頭蓋内椎骨動脈の解離病変の範囲

Adventitia

Length of With Without With

rupture (mm) organization* organization* organization*

Case1 1.8 3 (11.0) 1(1.2) 5 (14.0) 3 (4.4) 0 0
Case2 0.4 3 (8.6) 0 0 0 1 (2.8) 0
Case3 2.4 3 (5.4) 0 0 0 1 (0.8) 1(9.6)

Case4 0.6 1 (5.4) 0 0 0 0 1(2.4)

IVA : intracranial vertebral artery.
IEL : internal elastic lamina
*described as “number (maximum length(mm))”

With
organization*

Ruptured IVA

IEL disruption

Without
organization*

Without
organization*

IEL rupture IEL disruption

Contralateral IVA

Around adventitial rupture
Apart from the adventitial

rupture



Table2 全身の解離病変

Contralateral
IVA

Other
intracranial
artery

Intraabdomin
al artery

Contralatera
l IVA

Other
intracranial
artery

Intraabdominal
artery

Case1 - N.E +* - N.E +**

Case2 + N.E - - N.E -

Case3 + N.E N.E + N.E N.E

Case4 - - N.E + +*** N.E

+* Right and left gastric artery, right and left  gastro-epiploic artery,         
Inferior pancreaticoduodenal artery. Right renal artery

+** Middle colic artery
+*** Anterior cerebral artery, Internal carotid artery
IVA Intracranial vertebral artery
N.E Not examined  

New dissection Previous dissection
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